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（
岩
手
県
大
槌
町
）

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
ほ
ぼ
二
カ
月
。
被
災
地
に

も
薫
風
の
季
節
が
訪
れ
た
。
岩
手
県
大
槌
町
で
は
、

四
月
二
十
日
の
始
業
式
を
前
に
、
寄
贈
さ
れ
た
ラ

ン
ド
セ
ル
を
運
ぶ
手
伝
い
を
す
る
児
童
た
ち
の
元

気
な
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

笑
顔
で
迎
え
る
の
は
、
大
槌
町
の
赤
浜
小
学
校

の
佐
々
木
啓
子
校
長
（
右
か
ら
二
人
目
）。
児
童

に
配
布
し
、
余
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
は
足
り
な
い
学

校
に
回
す
と
い
う
（
四
月
十
三
日
撮
影
）。

　

一
方
、
同
県
釜
石
市
の
市
立
小
佐
野
小
学
校
で

は
、
四
月
十
九
日
に
始
業
式
が
行
わ
れ
、
児
童
た

ち
が
元
気
に
登
校
し
た
（
左
写
真
）。

　

始
業
式
の
後
、
教
室
で
担
任
の
教
諭
か
ら
話
を

聞
く
児
童
た
ち
の
表
情
は
一
様
に
明
る
い
。
被
災

地
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
元
気
な
笑
顔
が
、

印
象
的
で
あ
る
。 

（
写
真
＝
時
事
）

団体探訪
まちづくり・川づくり協議会
川と地域住民をつないだまちづくり 北海道滝川市

NPO法人いんしゅう鹿野まちづくり協議会
京格子の町屋、白壁の家なみ 鳥取県鳥取市

首長の思い
みんなの笑顔いっぱいのまち　～世界とつながるハーモニーシティ～
「まちの新しい形とイメージアップ」を目指して

和田愼司（小松市長）
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意
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ン
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準
備
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買い物困難者を支えるまちづくり
都道府県漫遊  【大分県】
手前みそですが… 【愛知県犬山市】

CONTENT S2011 -5

買い物困難者を支えるまちづくり

　　　巻頭エッセー／県民との「協働」「共創」で拓く新しい県政 阿部守一（長野県知事）　　　

　　　東日本大震災　特別寄稿論文～大震災を乗り越えて～
　　　子供たちが夢と希望持てる古里再生を
 河田惠昭（関西大学社会安全学部長・教授（京都大学名誉教授）阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター長）　　　

　 　  買い物困難者を支えるまちづくり
　　買い物弱者をつくらない地元の創り直しを 藤山　浩（島根県中山間地域研究センター研究企画監）　　　

　　　北海道札幌市　離島など過疎地にもコンビニ出店 遠藤佳代　　　

　　　青森県佐井村　過疎地の生活の足となる有償運送　 佐井村社会福祉協議会事務局　　　

　　　茨木県土浦市　市民が支える「キララちゃんバス」 小林まゆみ　　　

　　　東京都武蔵村山市　「無料送迎自転車」が地域の足に　 比留間誠一　　　

　　　神奈川県横浜市栄区　団地内の「青空市場」は憩いの場　 森　健一郎　　　

　　　福井県福井市　住民の要望受けた場所を巡回販売 伊藤　悟　　　

　　　岐阜県　高齢者の買い物にケーブルTV活用 脇谷　誠　　　

　　　鳥取県日野郡　移動販売車で中山間地に御用聞き　 安達享司　　　

　　　広島県呉市　斜面市街地で「お出かけバス」運行 濱井義樹　　　

　　　香川県三木町　高齢者が困った時のお助け一覧表 上村美穂　　　

　　　福岡県久留米市　70 人のボランティアが外出介助 吉永美佐子　　　

　　　熊本県荒尾市　徒歩圏マーケットで高齢者の「食」守る 弥山雄一郎　　　

　　各地で進む先進的な対策 植田一全（経済産業省流通政策課 大規模小売店舗立地企画係長）　　　

先生の話を聞く児童たち

5月 6月

●５月23日（月）
　 菊川市観光協会（静岡県）
　『静岡県菊川市・菊川茶の販売キャンペーン』
●５月30日（月）
　 福島県県南地方振興局（福島県）
　 『ほっとする、ふくしま。～福島県県南地方～
で田舎暮らしを』

●６月１日（水）～２日（木）
　 羅臼町（北海道）
　『北海道知床羅臼　特産フェア』
●６月８日（水）
　 甲府市観光協会（山梨県）
　「甲府の観光物産展（仮称）」
●６月20日（月）～21日（火）
　 華やいで大阪・南泉州観光キャンペーン推進
協議会（大阪府）
　『とことん南泉州キャンペーンキャラバン』
●６月27日（月）
　山形県東根市（山形県）
　 『果樹王国ひがしね　さくらんぼキャンペーン
【第11回中央区さくらんぼ祭】』
●６月30日（木）～７月１日（金）
　川崎市経済労働局（神奈川県）
　『川崎市多摩区・生田緑地キャンペーン』

（写真）
１ ３月２日～５日米沢市観光キャンペ－推進協
議会（山形県）
２ ３月９日～11日宇土市観光物産協会（熊本県）

１ ２

★日本橋プラザビルイベントスペース

▼
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、
が
れ
き
の
撤
去
作
業
が
連

日
行
わ
れ
、
仮
設
住
宅
の
建
設
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
月
号
は
震
災
関
連
と
し
て
、
政
府
の
復
興
構
想
会
議

メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
も
あ
る
河
田
惠
昭
・
関
西
大
学
教

授
に
特
別
寄
稿
論
文
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
犠
牲
者
へ

の
鎮
魂
を
込
め
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
試
案
は
、
復
興
へ

の
議
論
の
う
え
で
示
唆
に
富
み
ま
す
。

▼
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
汗
を
流
す
人
も
多

く
、
善
意
の
輪
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

原
発
事
故
に
絡
み
「
風
評
被
害
」
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に

す
る
の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。
今
回
の
大
震
災
で
は
、

被
災
者
の
冷
静
な
行
動
が
、
海
外
で
も
称
賛
さ
れ
ま
し

た
が
、
風
評
の
話
は
日
本
人
と
し
て
も
残
念
で
す
。

〝
風
評
被
害
に
負
け
る
な
″
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
各
地
で

盛
ん
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
風
評
に
負
け
ず
頑
張
る
地

域
を
今
後
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

▼
今
月
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
買
い
物
困
難
者
を
支
え
る

ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

に
と
っ
て
、
食
料
品
の
買
い
物
に
出
か
け
る
の
は
大
仕

事
。
自
宅
近
く
に
コ
ン
ビ
ニ
や
小
売
店
も
な
く
、
あ
っ

て
も
重
い
買
い
物
袋
を
提
げ
て
帰
る
の
は
一
苦
労
…
。

こ
う
し
た
買
い
物
困
難
者
を
支
援
す
る
各
地
の
取
り
組

み
と
、
そ
の
意
義
を
ま
と
め
ま
し
た
。

▼
高
齢
者
が
自
宅
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、
買
い
物
に
も
出

か
け
、
店
員
や
地
域
の
人
た
ち
と
お
喋
り
す
る
こ
と
自

体
が
、
貴
重
な
交
流
の
機
会
で
あ
り
憩
い
の
場
と
な
り

ま
す
。
同
時
に
、
周
囲
の
人
た
ち
が
高
齢
者
を
「
見
守

る
場
」
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

（
原
田
）
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★茨城県産の農産品の安全性をPR
　茨城県農業法人協会主催の「がんばろう！いばらきキャン
ペーン」が４月25、26日、日本橋プラザビルのイベントスペー
スで開かれた。福島第一原発事故の影響で風評被害に悩む地域
への支援策として、当センターも協力して実施されたもの。
　「生産高日本一」を誇るみず菜やチンゲンサイ、鶏卵など、
茨城県産の新鮮な農産物を販売し、安全性をPRした。
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